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富士山北麓で確認 された変形菌類

松本 淳1・ 萩 原康 夫2

Myxomycetes Found on the North Foot of Mt. Fuji

Jun MATsuMoTol and Yasuo HAGIwARA2

Summary  From the north foot of Mt. Fuji，55 specimens of myxomycetes were

collected， and taxonomically investigated. As a result， sixteen species in six

genera were recognized. This is the first report on the myxomycete flora of the

north foot of Mt. Fuji.
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1 は じめ に

 変形菌類はその生活史にアメーバ状細胞 ・変形体 ・胞子(子 実体)の 時期を併せ持つ ことで

特徴づけられる生物群である。アメーバ状細胞 と変形体の時期には，おもに土壌や倒木に生育

しており，細菌類 ・菌類を捕食 して増殖 ・生長する。温帯域の土壌中には変形菌類が他の従属

栄養原生生物に比べて高い割合で生育してお り，分解者の主要な捕食者の一つであると考 えら

れている(Feest and Madelin，1988)。 変形菌類の多様性は，解析の難 しい微小な分解者の多

様性，土壌 ・倒木の環境の多様性 と密接に関係 していると推察される。

 日本列島は変形菌類相に関する調査研究が比較的進んでいる地域である。山本(1998)を 参

考に算定すると， 日本列島からは現在 までに約400種 が確認 されてお り， これは全種類数の約

半数にあたる。 しか し， 日本における変形菌類相を把握す るために重要な，北海道 ・東北地方，

離島，高山には十分な踏査が行なわれていない地域が残 されている。

 富士山は 日本列島の最高峰(標 高3776m)で あ り，本州中部地方の典型的な植生の垂直分

布がみられるとともに，火山性の特異な環境をも有している。 日本列島における生物の多様性
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を把握するためには、富士山とその近隣の地域での調査は必要不可欠である。

 富士山の変形菌類相については，江本(1933，1934)が 南麓地域(静 岡県)か ら26属81種 を

報告 している。 しかし，富士北麓地域(山 梨県)か らの報告はこれまで無い。山梨県環境科学

研究所が主体 となって実施 しているプロジェク ト研究 「富士山周辺における自然特性に関す る

研究」の一環 として，2000年10月 ，富士北麓部(山 梨県)に おいて土壌動物調査を実施 した。

その際に，調査地およびその周辺で変形菌類子実体の発生が豊富に見 られたので，分類学的に

検討 し， 目録を作成した。

2 調査地および調査方法

 変形菌類子実体が確認されたのは，滝沢林道沿いの調査地点(標 高約1800m)お よび幸助

山の調査地点(標 高約1860m)で ，両地点 ともにシラビソが優 占する林内であ る(図1)。

2000年10月24日 に行なった土壌動物調査の際に，変形菌類子実体の付着 している倒木 ・落葉 ・
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図1 調査地 ：T滝 沢林道沿い調査地点 ；K幸助山調査地点.
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落枝等を肉眼で精査 した。子実体は基物の一部とともに取 り外 し，厚紙に木工用接着剤で貼 り

付け， これを25×50×70mmの 厚紙製標本箱に納めて持ち帰った。試料は室 内で直ちに風乾

し，乾燥標本とした。標本中に含 まれる子実体について，実体顕微鏡および光学顕微鏡を用い

て分類学的に検討を行なった。一部の種類 については，ホイヤー液(Hoyer's medium)を 用

いて半永久 プレパラー ト標本を作成した。本研究で作成された変形菌類乾燥標本およびプレパ

ラー ト標本は松本が保管している。

3 結  果

 滝 沢 林道沿 い調査地 点か ら30点 ，幸助 山調 査地点 か ら25点 ，合 計55点 の変形 菌類子 実体試料

を得 た。 これ らを検討 した結果，6属16種2変 種 を確認 した(滝 沢林道沿 いか ら3属10種1変

種 ，幸助 山か ら6属12種1変 種)。 確認 された 変形菌 類 の 目録 を以下 に示す。 分類群 の配 列 お

よび和名 は山本(1998)に 従 った。富士 山新産 はア ステ リスク(*)を 付 して示 した。バ ルベ イ

ホ コ リ属 ・ア ミホ コ リ属 ・ケホ コ リ属 の うち，秋季 に子 実体形成 す る特徴的 な種 につ いて は記

載 と写真 を載 せた。採 集地点 につ いて は，滝 沢林道沿 いをT， 幸助 山をKで それぞれ示 した。

JM一 に続 く番 号 は標本番 号で ある。

              Myxomycetes Link変 形 菌綱

      Myxogastromycetidae G.W.Martin in Ainsw.モ ジ ホ コ リ亜綱

           Echinosteliales G.W.Martinハ リホ コ リ目

        Clastodermataceae Alexop.&Brooksク ビナ ガホ コリ科

1.Barbeyella minutissima Meylanバ ル ベイホ コ リ(図2，3)

 子 実 体 は有柄 単胞子嚢 体，散生， 高 さ0.4-0.5mm。 胞 子嚢 は球形，表 面 に裂開 線 がわず か

に隆起す る， 直径0.1mm， 光 沢 が あ り，黒 色。胞子嚢 壁 は裂 開線 に沿 って花弁状 に裂 開す る。

柄 は錐i状，黒 色，下部 には暗色 の粒 状物 を含み，長 さ0.3-0.4mm。 軸 柱 は柄 の先 端 と同質，

胞 子嚢 の中央 部 に達 し，先端 は放射 状 に枝 分かれ して細毛体 とな る，黒色。 細毛体 はほ とん ど

枝 分かれせず， 先端 は胞 子嚢壁 につ なが ってお り，黒 色。 胞子塊 は反射光 で暗褐色。胞 子 は透

過 光で灰褐色 ，表面 にはいぼが散在 し，直径9-9.5μm。

採 集地点 ：K.標 本 ：JM-3592，3593，3594.基 物 ：倒木上 の蘚苔類.

 本 種の子実体 は小型 で暗色 のた め野外 での確 認が難 しい。世界 的広布種 であ るが， 日本国 内

での報告例 は少 ない。蘚苔 類上 に子実体形成 す る ことが知 られ てお り(Stephenson&Stud-

lar，1985)， 本 研 究で も ムラサ キア ミホ コリの子実体 と混 生す る蘚苔 類上 に確 認 され た。

          Liceales Jahn in Engler&Prant1.コ ホ コ リ目

             Cribrariaceae Cordaア ミホ コ リ科

2*.Cribraria aygillacea(Pers.)Pers.ツ チ ア ミホコ リ(図4)

 子 実 体 は有柄 単胞 子嚢体 ，密生， 高 さ1.8mm。 胞 子嚢 は直径0.9 mm。 壁 網 の節 はほ とん

ど肥 厚せず，広 が らず，壁 小粒 の沈着 は少 ない。壁網 の連 絡糸 は下部で は太 く丈夫 で，上 部 は
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より繊細，棘状あるいは糸状の遊離端がある。杯状体は肋が発達 し，上部では壁網とつながっ

ていて境界は不明瞭。柄は黒色，長 さ1mm。 胞子は透過光でほぼ透明，直径7μm。

採集地点 ：T.標 本 ：JM-3538.基 物 ：倒木.

 得 られた子実体はすでにほとんどの胞子が飛散 したもので，全ての胞子嚢壁網はその上部が

破損 していた。本種の典型的な子実体では柄が極端に短 くなる場合が多いが，今回得られた子

実体は柄が比較的長 い。その他の特徴は本種に一致する。

3*.C. atyofusca G.W.Martin&Lovej oyク ロア ミホコリ(図5)

 子実体は有柄単胞子嚢体，群生，高 さ1.3-2.7mm。 胞子嚢 は球形または倒卵形で，しぼし

ぼ杯状体の縁の部分でわずかに くびれて洋ナシ形，暗紫褐色から黒色，直径0.5-0.9mm。 壁

網の節はほ とんど肥厚せず，拡大 し，暗褐色の壁小粒が沈着 している。杯状体は胞子嚢の4分

の1か ら2分 の1を 占め，全体に暗褐色の壁小粒が密に沈着 し，縁は規則的な歯状で，その歯

状部は長 く胞子嚢上部に向かって経線状に突出してお り，壁網につながっている。柄は黒色，

長さ0.6-2mm。 胞子塊は反射光で暗褐色から黒色。胞子は透過光で赤褐色，わずかに角張 り，

表面は細かいいぼ状，直径8μm。

採集地点 ：K.標 本 ：JM-3572，3574.基 物 ：倒木.

4.C. macrocarpa Schrad.オ オア ミホコリ(図6，7)

 子実体は有柄単胞子嚢体，群生，高 さ1.3-2.5mm。 胞子嚢 は球形 または倒卵形， くすんだ

黄褐色，直径0.5-1.2mm。 壁網の節は黒色の壁小粒が沈着 してわずかに肥厚 し，あま り広が

らず，棘状あるいはより長い糸状の遊離端がある。連絡糸は褐色で半透明。杯状体は暗褐色か

ら黒色，胞子嚢の下部約4分 の1を 占める，暗褐色の壁小粒が肋状にならんで沈着 しており，

縁は不規則 な歯状，上部にはしばしぼ穴があいている。柄は暗褐色，長さ1-1.8mm。 胞子塊

は反射光で黄褐色。胞子は透過光で淡い黄褐色，球形で，表面はごく細かいいぼ状，直径7

，umo

採 集 地 点 ：T，K.標 本 ：JM-3552，3553，3573，3580，3581，3582，3583，3584，3588，

3589，3590.基 物 ：倒 木.

5.C. purpurea Schrad.ム ラサ キ ア ミホ コ リ(図8，9)

 子 実 体 は有柄 単胞 子嚢 体，群 生， 高 さ1.6-1.8mm。 胞 子 嚢 は球形 ，赤紫 色，直 径0.7-0.9

mm。 壁 網 の節 に壁小粒 の沈着 は少 な く，扁 平で，わ ずか に広 が り，棘 状 あ るいは糸状 の遊離

端が ある。連 絡糸 はほぼ無色透 明。杯状体 は胞子嚢 の下部4分 の1か ら3分 の1を 占め る，赤

紫色 の壁小粒 が密 に沈着 して お り，縁 は歯 状。柄 は黒 色，長 さ1mm。 胞 子 塊 は反射 光 で赤

紫色。胞子 は透過光 で淡 い紫色， 球形で，表 面 はご く細か いいぼ状，直径6-7μm。

採 集地点 ：K.標 本 ：JM-3591，3592，3593，3594.基 物 ：倒 木.

 本 研究 で得 られ た標本 中 には，十分 に成熟 す る前 に乾燥 して全 体 が黒 く硬 くな り，異常 に

な った単胞 子嚢 体が多 い。

6.(瓦yufa(Roth)Rostaf.ア カ ア ミホ コ リ(図10)

 子 実 体 は有 柄単胞子嚢 体，散 生あ るいは群 生， 高 さ1.2-2mm。 胞 子嚢 は球形，黄 色 あ るい
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は 黄土色， 直径0.5-1mm。 壁 網 の網 目は ご く粗 く，節 に壁小粒 の沈着 は少 な く扁 平 で，広 が

らない，遊 離端 は無 い。連絡糸 は半透 明で橙 色 あるいは淡 い褐 色。杯状体 は胞 子嚢 の下部4分

の1か ら3分 の1を 占め る，柄 の頂 端 か ら縁 へ放射状 に隆起線 があ り，橙色 あ るいは褐 色，縁

は不規則 な歯状。柄 は黒 色，長 さ0.9-1.4mm。 胞 子塊 は反 射光 で黄 色。胞子 は透過 光 で淡 い

黄 色，球形 で，表面 は ご く細 かいいぼ状， しば しば角張 り，直径7-8μm。

採 集地 点 ：T，K.標 本 ：JM-3545，3571，3584.基 物 ：倒木 ，倒木 の周 りに溜 ま った落 葉 ・

落枝.

7.C. vulgaris Schrad.ワ ラベ ア ミホ コ リ(図11，12)

 子 実 体 は有柄単胞子嚢 体，群生 あ るいは密 生，高 さ0.8-1.7mm。 胞 子嚢 は球形 ，褐 色，直

径0.4-0.8mm。 壁 網 の節 には淡黄 色あ るいは淡 褐色 の壁 小粒 が沈 着 して お り，扁平 で不規 則

に広 が る，遊 離端 は比較 的少 ない。連 絡糸 は繊 細で ほぼ無色。杯状 体 は胞子嚢 の下部4分 の1

か ら3分 の1を 占め， 同心円状 に襞 が あ り，淡 黄色 あ るい は淡褐色 の壁小粒 が沈着 してい る，

部 分的 に壁 小粒 が暗褐色 となる場合 が ある，縁 は不規則 な歯状。柄 は暗赤褐色 あ るいは黒色，

長 さ0.3-0.9mm。 胞 子塊 は反射光 で褐色。胞 子は透過光 で淡 い黄褐 色， ほぼ球形， しぼ しぼ

角 張 り，表面 は ご く細 かいいぼ状，直 径8-9μm。

採 集 地 点 ：T，K.標 本 二JM-35563557，3558，3559，3560，3562，3563，3564，3565，

3566，3567，3568，3569，3585，3586，3587.基 物 ：倒木.

 本 種 には変 種 としてvar. oregana(H.C.Gilbert)Nann.一Bremek.&Ladoオ レ ゴ ソァ ミホ

コ リが知 られて お り，Cribraria dictyospora G.W.Martin&Lovejoyカ ク ミア ミホ コ リとも子

実体形 態 が似 て い る。本 研 究で得 られ た子 実体 は，var. oyeganaの も の よ り大型 で あ る。

Cribraria dictyosporaと は， 杯状体 と壁 網 の節 に沈着す る壁 小粒が よ り淡色 で，淡 黄色 あ るい

は淡 褐色 であ るこ とで異な る。

8*.C. mirabilis(Rostaf.)Masseeア ミクモ ノスホ コ リ(図13)

 子 実 体 は有柄単胞子嚢体 ，群生， 高 さ1.6-2mm。 胞 子嚢 は球 形 あ るいは扁 球形， 暗褐 色か

ら黒 色，直径0.9-1.4mm。 胞 子嚢 壁 の一部 は経 線 状 の黒色 で 丈夫 な肋 として残 存 し，隣…り

合 った肋 はまぼ らに透 明で繊細 な連 絡糸 でつ なが ってい る。肋 は胞 子嚢頂端部 で しぼ しぼ網状

にな る。柄 は黒色，長 さ0.8-1mm。 壁 小粒 は暗褐色 で，肋 に沈着 してお り，胞 子 に も付着 し

てい る。胞 子塊 は反射光 で暗褐色 か ら黒色。胞 子 は透過光 で淡褐 色，表面 は ご く細 かいいぼ状，

直径 約7μm。

採集地 点 ：T.標 本 ：JM-3543，3544.基 物 ：倒木.

 本 種 は，Cribraria cancellata(Batsch)Nann.一Bremek.ク モ ノスポ コ リと子実体形 態が似

てい るが，胞 子嚢 あた りの肋の数，胞 子嚢 の大 きさ，胞 子嚢 に対す る柄 の長 さな どで識 別 され

てい る。 また， 日本で は(二cancellataは 春 か ら秋， と くに梅雨 明 け頃 に子 実体形 成 し， 平野

部 で普通 に見 られ るのに対 し，C. miyabilisの 子 実体 は これ まで，主 に高 山で秋 に確 認 され て

い る(山 本 ・高橋，1995)。

             Enteridiaceae Farrド ロホ コ リ科
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9*.Enteridium splendens(Morgan)T.Macbr. var. juranum(Meylan)Harkonen：i s

ラ ドロホ コ リ

採集地 点 ：K.標 本 ：JM-3577..基 物 ：倒 木.

10-1.Lycogala epidendrum (L)Fr. var. epidendrumマ メホ コリ

採集地 点=K.標 本 二JM-3579.基 物 ：倒木.

10-2*.L. epidendrum var. torrestre(Fr.)Y.Yamam.ナ メ ラマ メホ コ リ

採集 地点 ：T.標 本 ：JM-3540.基 物 二倒 木.

11.Tubifera ferruginosa(Batsch)J.F.Gmel.ク ダ ホ コ リ

採 集地点 ：K.標 本 ：JM-3576.基 物 ：倒 木.

             Trichiales T.Macbr.ケ ホ コ リ目

              Trichiaceae Chev.ケ ホ コ リ科

12.Trichia botrytis(J.F.Gmel.)Pers.ケ ホ コ リ(図14，15，16)

 子 実 体 は有柄 単胞子嚢 体，群生， 高 さ0.9-1.2mm。 胞 子嚢 は倒 卵形 ，暗赤褐 色 あ るいは黒

色 で， よ り淡 色の網 目状 の裂開線 があ り，直径0.5-0.7mm。 柄 は 円筒 形，暗褐 色 あ るいは黒

色， 暗色 の残留 物 を含み不透 明，長 さ0.2-0.5mm。 胞 子嚢 壁 は2層 ，外壁 は暗色 の粒 状物 を

含 む， 内壁 は外 壁 に密着 してお り，膜 質 で透 明。 細毛体 はそ の両端 が胞子嚢 壁か ら遊離 してお

り弾 糸状， ほ とん ど分枝 せず，表 面 には3-5本 の らせ ん紋 が あ る，先端 部 は長 く徐 々に細 くな

る，黄褐色， 中央部 で直 径4-5μm。 胞 子塊 は反 射光 で褐 色 あ るいは黄 褐色。 胞子 は透過 光 で

淡 黄色，表面 は細 かいいぼ状，直 径10-11μm。

採 集地点 ：T.標 本 ：JM-3549.基 物=倒 木.

13.T. decipiens(Pers.)T.Macbr.エ ッ キケホ コ リ(図17，18，19)

 子 実 体 は有 柄単胞 子嚢体，群 生，高 さ1.4-2.3mm。 胞 子嚢 は倒卵 形 あ るいは球形，光 沢 が

あ り，赤褐 色，直径0.7-1.1mm。 柄 は円筒 形，下部 は黒色 で上 部 で は よ り淡色 ，内部 に は胞

子状細胞 を含み，長 さ0.6-1.2mm。 胞 子嚢 壁 は膜質 ，透過光 で黄 色，半透 明，下 部 は胞 子嚢

裂 開後 も杯 状体状 に残 存す る。 細毛体 はその両端 が胞 子嚢壁 か ら遊 離 してお り弾糸状 ， ほ とん

ど分枝せ ず，表 面 には3-5本 の らせ ん紋 が あ る，先端 部 は長 く徐 々に細 くなる，淡 黄色 ，中央

部で直径5-6μm。 胞 子塊 は反 射光 で黄褐色。 胞子 は透過 光 で淡 黄色 ，表面 は網 目状 あ るいは

不規則 ないぼ状，直径12-13μm。

採 集地点 ：T，K.標 本 ：JM-3546，3547，3548，3549，3570.基 物 ：倒木.

14.T. erecta Rexタ チ ケホ コ リ(図20，21)

 子 実 体 は有柄単胞 子嚢体，群 生，高 さo.s-1.3 mm。 胞 子嚢 は倒 卵形， あ るい は球形 ，楕 円

体 形，赤褐 色，上部 には黄色 の網 目状 の裂 開線 が あ り，直径0.5-0.7mm。 柄 は円筒形 ，暗褐

色，暗色 の残 留物 を含み不透 明， 長 さ0.2-0.7mm。 胞 子嚢壁 は2層 ，外壁 は暗 色の粒状 物 を

含む， 内壁 は外壁 に密着 してお り，膜質 で透 明。細 毛体 はその両端が胞 子嚢壁 か ら遊 離 してお

り弾糸状， ほとん ど分枝 せず，表 面 には3-5本 の らせ ん紋 とま ば らに小 さな棘 があ る， 先端部

は短 くとが る，黄 色，中央部 で直径 約5-6μm。 胞 子塊 は反射 光 で黄 色。胞 子 は透 過光 で淡黄
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図2-3 BarbeYella雁 ημ'おs吻 α パ ノレベ イ ホ コ リ(JM-3593)： 図2 単 胞 子 嚢 体1図3 胞 子 嚢.

図4 Cnbmna asgillaceaツ チ ア ミホ コ リの 壁 網 と杯 状 体(JM-3538).図5 C otrojusmク ロ ア ミ

ホ コ リの 単 胞 子 嚢 体(JM-3572).図6-7 C. macrocarpaオ オ ア ミホ コ リ(JM-3580)： 図6 単 胞

子 嚢 体 ：図7 壁 網 と杯 状 体.Scale bars： 図z，3，4，7=100 km： 図5，6；lmm.
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図8-9 Crzbiaria puryureaム ラ サ キ ア ミ ホ コ リ ：図8 単 胞 子 嚢 体(JM-3591)； 図9 壁 網 と杯

状 体(]M-3593).図10 C纏 ア カ ア ミホ コ リの 単 胞 子 嚢 体(JM-3571).図ll-12 C vulgarisワ

ラ ベ ア ミホ コ リ(JM-3565)； 図11単 胞 子 嚢 体 ；図12 胞 子 嚢.図13 C mirabilisア ミ ク モ ノ ス ホ

・ り騨 胞 子 嚢 体(JM-3543)Scale bars； 図8，1。11，12-1㎜ ：図9.13-100μm.
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図14-16 Tnchia bohytisケ ホ コ リ(JM-3549)： 図14単 胞 子 嚢 体 ：図15一 正6細 毛 体 と 胞 子.図

17-19 T.deapiens=ツ キ ケ ホ コ リ(JM-3547)=図17単 胞 子 嚢 体 ：図18-19細 毛 体 と 胞 子 ，

Scale bars=図14，17=1mm； 図is，18=100μm； 図16，19=10μm.
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図20-21 Trichia EY2Cldタ チ ケ ホ コ リ(JM-3550)： 図20単 胞 子 嚢 体 ；図21細 毛 体 と 胞 子.図

22-25 T.subFuscaハ イ イ 卩 ケ ホ コ リ=図22有 柄 単 胞 子 嚢 体(JM-3541：)； 図23掌 状 に 密 生 す る無

柄 単 胞 子 嚢 体(JM-3575)； 図24-25細 毛 体 と胞 子(JM-3575). Sca且e bars： 図20，22，23=lmm；

図24=100μm； 図21，25=10μm.
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色 ，表面 は細 かい いぼ状 ，直径約12-14μm。

採 集地点 ：T.標 本 ：JM-3550，3551.基 物 ：倒木.

15.T.favoginea(Batsch)Pers.ヒ ョ ウタンケホ コ リ

採 集地点 ：K.標 本 ：JM-3578.基 物 ：倒 木.

 得 られた標 本 は比較的 大型 の コロニーであ るが，長期 間風雨 に さらされていた と思われ，単

胞 子 嚢体 の形 が 崩 れ て い る。 本種 に は，細 毛 体 が 比較 的細 い(直 径6μm以 下)変 種var.

persimilis(Karsten)Y.Yamam.が 知 られ てい るが， 今 回得 られた子 実体 は細毛体 の直径 が

7-8μmで あ り，var. favogineaと 同 定 した。

16*.T. subfusca Rexハ イ イ ロケホ コリ(図22，23，24，25)

 子 実 体 は有柄 あ るいは無柄 の単胞 子嚢体，群 生 また は掌 状 に密生 す る， 高 さ0.8-1.3mm。

胞 子嚢 は倒卵形 ，赤褐色 で しぼ しば よ り淡色 の網 目状 の裂 開 線が あ り，直径0.3-0.7mm。 柄

は円筒形，暗褐 色 あるいは黒色， 暗色の残留物 を含 み不透 明，長 さ0.3-0.5mm。 胞 子嚢 壁 は

2層 ，外壁 は粒 状物 を含 む， 内壁 は外壁 に密着 してお り，膜質 で透 明。細 毛体 はその両端が胞

子嚢 壁か ら遊離 してお り弾 糸状， ほ とん ど分枝 せず ，表面 に は3-4本 の らせ ん紋 が あ る，先端

部 は急 に細 くな り， 曲が ってい る，黄 色， 中央部 で直径5-6μm。 胞子 塊 は反 射光 で黄褐 色。

胞 子は透過光 で淡 黄色，表 面 は細 かい いぼ状， 直径約12-13μm。

採 集地点 ：T，K.標 本 ：JM-3541，3542，3554，3555，3575.基 物 ：倒 木.

4 考  察

 今回の結果には， 日本 の亜高 山帯における秋季 の変形菌類相の特徴が表 れている。高橋

(2000)は 赤石山脈の亜高山帯針葉樹林で変形菌類の生態学的研究を行い，夏季には構成種の

うちモジホコリ目とムラサキホコリ目が占める割合が多いが，秋季 にはコホコリ目とケホコリ

目が半数以上を占め， とくにア ミホコリ属 とケホコリ属の種数が多いことを示 した。本調査

(10月24日)で も同様の傾向であった。すなわち，パルベイホコリ(ハ リホコ リ目)を 除 く全

てがコホコリ目あるいはケホコリ目で，全16種 の うち，7種 がア ミホコリ属，5種 がケホコリ

属であった。一方， ツノホコリ目，モジホコリ目，ムラサキホコリ目は確認 されなかった。ま

た，本研究で得 られたほぼ全ての試料は倒木上から得 られた。落葉 ・落枝上に確認 されたのは

Cribraria rufaア カア ミホコリだけで，それ も倒木周辺であった。 この ような変形菌類子実体

の発生がほぼ倒木上に限られる傾向も， これ までに知 られている日本の亜高山帯における秋季

の変形菌類の生態学的特徴と一致する(高 橋，2000)。

 富士山南麓(静 岡県)の 変形菌類相については，1932年10月 に大宮登山口周辺(標 高約1200

m)， および1933年8月 と10月に大宮登山口周辺(標 高約1200m)と 御殿場登山 口か ら須走登

山口にかけて(標 高約1200m)で 調査が行なわれ，26属81種 が報告 されている(江 本，1933，

1934)。 この報告 と比較すると，本研究で確認された変形菌類の うち4種2変 種が富士山新産

であった(上 記目録中，*で 示 した種類)。 今回，限られた地域での短時間の調査で も新産種が
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見出されたので，秋季の亜高山帯域だけに限ってみて も富士山には未だ確認 されていない複数

の変形菌類が残 されていると推察される。さらに，残雪付近に子実体形成する好雪性変形菌類

の発生が予想 される春季や，変形菌類子実体の発生が最 も豊富な梅雨明け頃には調査が行なわ

れておらず，オンタデやカラマ ッが多 く生育す る森林限界付近や，火山地形に成立するアカマ

ツ林 ・ヒノキ林など，富士山に特徴的な植生での調査もこれまで行なわれていない。富士山に

おける変形菌類相については，未だに十分な情報が蓄積 されていない。子実体発生の季節性や

生育地の植生を考慮した更なる調査研究が望まれる。
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